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SDGs・エシカル消費に興味はあるが、

まだ取り組んでいない

令和3年11月に実施した「消費者意

識基本調査」でSDGｓやエシカル消費

に関する興味や取組状況を聞いたとこ

ろ、「興味があり、現在取り組んでい

る」「興味はあるが、現在取り組んで

いない」と回答した割合は47.7％だっ

た。

比較的若い世代で、「興味はあるが、

現在取り組んでいない」割合が多く

なっている。

２．サステナブルファッションの現状（１）



３

SDGs・エシカル消費に興味はあるが、まだ

取り組めていない若者にとって、「参加方法

がわからない」ことが取り組めていない一番

の理由に

「興味はあるが、現在取り組んでいない」

人が取り組んでいない理由として、「参加方

法がわからない」が10歳代後半では56.7％、

20歳代で56.8％と最も高く、全体の46.6％

よりも高くなっている。

「環境問題や社会問題に取り組む商品や

サービスが身近にない」割合も同様に、10歳

代後半で44.2％、20歳代で35.8％と全体の

31.3％よりも高かった。

また、20歳代では「周りに取り組んでいる

人がいない」割合も34.6％と全体の26.5％

に比べて高い結果となった。

このことから、若者はSDGsやエシカル消

費に興味はあるが、参加方法がわからない、

周りに取り組んでいる人がいない、身近に製

品やサービスがないと感じているため、取り

組めていない人が多いことがわかる。

出典：消費者白書令和４年版

２．サステナブルファッションの現状（２）
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若者は、サステナブルファッションに関する取

組の中では、古着の活用や衣服のリサイクルを

実施

サステナブルファッションに関して取り組ん

でいることは、全体では「衣服を買い過ぎない

ようにする」が82.4％と最も高く、次いで「縫

製や生地がしっかりした、耐久性の高い商品を

選ぶ」73.8％の順となった。

また、10歳代後半では、全体とは異なり、

「着なくなった衣服を家族や友人にあげたり、

寄付したりしている」割合が62.1％と、「服を

長持ちさせるために、素材に適したお手入れや

洗濯をする」割合の57.5%を上回っている。

「着なくなった衣服を家族や友人にあげたり、

寄付したりしている」割合は20歳代でも

49.0％と全体の39.2％と比べて高い。

「古着を購入する」割合も、10歳代後半で

20.0％、20歳代で19.9％と全体の14.8％より

も高くなっている。

そのほか、「古着を売却したり、資源として

回収に出したり、店舗に持ち込んでリサイクル

したりしている」割合が全体で37.7％だが20

歳代では42.1％、「メーカー売れ残り在庫販売

サービス（アウトレットやオフプライスストア

等）を利用している」割合が全体で36.7％だが

20歳代では46.0％と、高い割合となった。

２．サステナブルファッションの現状（３）

出典：消費者白書令和４年版



＜継続取組＞

① 「サステナブルファッション習慣のすすめ」特設ページの開設

② サステナブルファッション地域実証事業の実施

③ サステナブルファッション・サポーターの委嘱

④ 「わたしのサステナブルファッション宣言」リレーの実施

⑤ サステナブルファッションの推進に向けた関係省庁連携会議の開催

⑥ ジャパンサステナブルファッションアライアンス（JSFA）への参画

＜新たな取組＞

⑥ 啓発動画の作成

⑦ インフルエンサーを活用した情報発信

５

３．消費者庁の取組











令和３年７月開催 令和３年12月開催 令和４年３月開催
※後援： 経済産業省、環境省、徳島県 ※後援： 経済産業省、環境省、在日フランス大使館※環境省、四国大学と共催

⚫基調講演
「サステナブルファッションとは？－服と自然と

社会のつながりー」

⚫パネルディスカッション
「サステナブルファッションと消費者の選択」

⚫学生を交えたディスカッション
「ロスから考えるサステナブルファッション」

⚫ トークショー
「わたしたちができるサステナブルファッション」

⚫サステナブルファッションショー
出演・演出 大阪モード学園

テーマ
「サステナブルファッションの国際的潮流と
今後の展開」

⚫基調講演

⚫ラウンドテーブル（意見交換）
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イベント開催（オンライン配信）
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先進的モデル事業

・未利用繊維素材を利活用し、持続可能な衣料に
関わるバリューチェーン構築に繋がる人材育成の
プログラムを構築

・パートナーシップを通じて消費行動と販売活動の
変容を図り、ものづくりの現場には障がい者の技
を生かし雇用拡大に繋げる













①SNSを活用した普及啓発

•若年層を中心により幅広い層に訴求していくため、Twitterに加え、
Instagram公式アカウントを開設し、サステナブルファッション
に関する情報を定期的に発信

•波及効果を高めるため、インフルエンサーを活用した情報発信を
継続して実施

②公式ウェブサイトにおける情報の拡充

•エシカル消費特設サイトにて、個人や事業者の取組事例紹介を拡
充
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4．今後の消費者庁の取組予定


